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１ 目的 
 本研究は中国国内のユニバーサル・サービス政策に注目し、中国これまでのユニバーサル・サー

ビス政策がどのような形でどのように展開されてきたを明らかにする。 
 
２ 方法 
中国の電気通信におけるユニバーサル・サービス政策について、その主体、対象、展開について

具体的に考察できるようにしている。主体とは、政策を発行している行政機関として定義している。

これまでの文献調査を通じて 763 件の中国ユニバーサル・サービス政策が収集でき、2004 年から

2022 年までの 18 年間に中央政府、省政府、地方政府（地方都市政府）から公布されている政策文

書となっている。 
これらの政策文書を主体ごとに分類し、それぞれの行政機関が何を対象にユニバーサル・サービ

スを実施し、どのように展開しているのかを具体的に把握できるように考察している。 
 

３ 結論 
中国のユニバーサル・サービス政策の概念を整理したところ、中国のユニバーサル・サービス政

策には用語を含めて、２つの段階に分けられることがわかった。また、763 件の政策文書の大半が

地方政府によって発行されたものであることもわかった。これには、中国のユニバーサル・サービ

ス政策の実施方法と深く関連していると考えられる。中国ユニバーサル・サービス政策のもう一つ

の特徴は、農村地区の電気通信のユニバーサル・サービスから始まり、通信事業者による請負制と

国家主導の「貧困脱却」戦略も同時進行した形での展開にあるといえる。農村部のユニバーサル・

サービスの実施によって、貧困地域のブロードバンドや移動通信ネットワークのインフラ整備を推

進する。通信インフラの整備やより多くの人が通信を使えることによって、貧困から脱却し、都市

部と農村部のデジタルデバイドの縮小、地域間格差の是正を図っている。 
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